
　
2023年３月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年11月11日

上場会社名 鴻池運輸株式会社 上場取引所  東

コード番号 9025 ＵＲＬ  https://www.konoike.net/

代表者 （役職名）代表取締役会長兼社長執行役員 （氏名）鴻池　忠彦

問合せ先責任者 （役職名）財務経理本部本部長 （氏名）中西　義人 ＴＥＬ  06-6227-4600

四半期報告書提出予定日 2022年11月11日 配当支払開始予定日 2022年12月１日

四半期決算補足説明資料作成の有無： 有
　
四半期決算説明会開催の有無      ： 有 （機関投資家・アナリスト向け）
　

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 155,560 7.0 7,378 38.5 8,326 36.1 5,144 17.2

2022年３月期第２四半期 145,398 △0.3 5,325 235.7 6,115 40.8 4,390 56.1

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 8,961百万円（58.9％） 2022年３月期第２四半期 5,638百万円（24.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 97.19 －

2022年３月期第２四半期 83.36 83.05

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 264,620 121,384 44.9 2,243.50

2022年３月期 257,764 113,291 43.0 2,096.38

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 118,884百万円 2022年３月期 110,932百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 11.00 － 18.00 29.00

2023年３月期 － 18.00

2023年３月期（予想） － 18.00 36.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 312,000 3.5 12,700 23.4 14,000 18.2 8,600 7.7 162.46

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

新規 －社 （社名）－、除外 －社 （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 56,952,442株 2022年３月期 56,952,442株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 3,961,817株 2022年３月期 4,036,193株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 52,937,383株 2022年３月期２Ｑ 52,665,654株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料P.４「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法）

　当社は、2022年11月24日（木）に機関投資家及びアナリスト向けにオンライン説明会を開催する予定です。当日使

用する決算説明資料は、2022年11月24日（木）に当社Ｗｅｂサイトへ掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであり、その達成を保証する

ものではありません。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症に係る行動制限の緩和等に伴い、

経済活動は正常化に向かいつつありますが、ウクライナ情勢の長期化による資源・エネルギー価格高騰や、急激な

円安の進行などによりインフレ圧力が強まるなど、景気先行きは依然として不透明な状況となっております。

このような経営環境のもと、当社グループは2025年３月期を最終年度とする中期経営計画をスタートし、「人と

技術のシナジーで時代とともに変化する『期待を超える価値』を創造しよう」という基本方針のもと取り組みを進

めております。事業環境変化による影響はあるものの、適正単価の収受を始めとする収益改善等の取り組みを継続

し、着実に成果が出ているものと捉えております。また、空港関連については、日本の段階的な水際対策緩和に伴

い、徐々に国際線の運航に回復が見られてきているものの、中国便については、ゼロコロナ政策の継続もあり回復

にはもうしばらくの時間を要するものと思われます。しかしながら、今後の更なる復便に備え、人材教育や人材確

保を進めるとともに、受託領域拡大に向け、体制整備を進めてまいります。また、注力事業に位置付けているイン

ド事業においては、グループ会社のCarna Medical Database Pvt. Ltd.で医療品・食品の卸売業免許を取得し、日

系企業のインド市場の販路開拓・拡大支援を強化する等一歩ずつ歩みを進めております。

当第２四半期連結累計期間における経営成績については、得意先の生産が概ね堅調であったことや主に生産請負

作業での単価改定の獲得、空港関連での国内・国際旅客の復便等での取扱量増加、各国経済状況の回復に伴う取扱

量の増加、海上・航空運賃高騰の継続等の増収要因があったため、売上高は1,555億60百万円（前年同期比7.0％

増）となりました。

利益については、燃料価格の高騰はあったものの、増収の効果に加え、本年度４月よりスタートした「新中期経

営計画2022年４月～2025年３月」の基本方針である収益力の向上に取り組み、適正単価の収受、業務効率化等を進

めた結果、営業利益は73億78百万円（同38.5％増）、経常利益は83億26百万円（同36.1％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は51億44百万円（同17.2％増）となりました。

セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。なお、セグメント利益は一般管理費控除前の営業利益であ

ります。

①複合ソリューション事業

鉄鋼関連における生産請負作業での単価改定や大口スポット作業の獲得、空港関連における国内・国際便の復便

や貨物取扱業務の拡大、食品プロダクツ関連における得意先増産やそれに伴う倉庫・輸送取扱量の増加、環境エン

ジニアリング関連における大型工事の獲得の一方、震災復興作業の終了、食品関連における一部得意先の減産もあ

り、売上高は940億35百万円（前年同期比4.2％増）となりました。

利益は、増収効果に加え、適正単価の収受及び徹底した業務効率化により収益改善に努め、71億１百万円（同

31.1％増）となりました。

②国内物流事業

生活関連における食料品や通販取扱量、食品関連における定温貨物の取扱量の増加により、売上高は259億68百

万円（前年同期比2.5％増）となりました。

利益は、燃料価格の高騰はあったものの、増収効果に加え適正単価の収受及び業務効率化等により収益改善に努

めた結果、15億69百万円（同6.8％増）となりました。

③国際物流事業

海上・航空運賃の高騰継続、大型案件の獲得、経済回復に伴うベトナム・インド・アメリカでの取扱量の増加等

により、売上高は355億52百万円（前年同期比19.2％増）となりました。

利益は、増収効果により18億58百万円（同33.9％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

Ⅰ．資産、負債及び純資産の状況

①総資産

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,646億20百万円であり、前連結会計年度末に比べ68億56百万円

増加しました。

②流動資産

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,291億58百万円であり、前連結会計年度末に比べ52億58百万

円増加しました。主な要因は、現金及び預金が25億49百万円増加したこと、受取手形、売掛金及び契約資産が14億

54百万円増加したこと、その他流動資産が８億86百万円増加したこと等によるものです。

③固定資産

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は1,354億61百万円であり、前連結会計年度末に比べ15億97百万

円増加しました。主な要因は、建物及び構築物が５億98百万円増加したこと、機械装置及び運搬具が５億52百万円

増加したこと、その他無形固定資産が４億99百万円増加したこと、土地が４億１百万円増加したこと、投資有価証

券が３億５百万円減少したこと等によるものです。

④流動負債

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は498億81百万円であり、前連結会計年度末に比べ11億29百万円

減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金が16億95百万円減少したこと、１年内返済予定の長期借入金が11

億５百万円減少したこと、短期借入金が11億１百万円増加したこと、未払法人税等が６億67百万円増加したこと等

によるものです。

⑤固定負債

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は933億54百万円であり、前連結会計年度末に比べ１億７百万円

減少しました。主な要因は、長期借入金が１億55百万円減少したこと、リース債務が１億46百万円減少したこと、

再評価に係る繰延税金負債が１億16百万円減少したこと、退職給付に係る負債が３億45百万円増加したこと等によ

るものです。

⑥純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,213億84百万円であり、前連結会計年度末に比べ80億93百万円

増加しました。主な要因は、利益剰余金が44億30百万円増加したこと、為替換算調整勘定が38億５百万円増加した

こと等によるものです。

Ⅱ．キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の収入は57億84百万円（前年同期比２億１百万円の収

入増）となりました。これは、主に資金増加要因として税金等調整前四半期純利益が80億37百万円あったこと、

減価償却費が38億86百万円あったこと、資金減少要因として仕入債務の減少額が28億７百万円あったこと、法人

税等の支払額が22億９百万円あったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は33億32百万円（前年同期比２億68百万円の支

出減）となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が21億77百万円あったこと、無形固定資産の

取得による支出が７億98百万円あったこと、定期預金の増加額が５億71百万円あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の支出は15億93百万円（前年同期比13億52百万円の支

出減）となりました。これは、主に配当金の支払いによる支出が９億52百万円あったこと、ファイナンス・リー

ス債務の返済による支出が３億44百万円あったこと、長期借入金の返済による支出が１億61百万円あったこと等

によるものです。

　これらの結果に為替変動による増加額９億44百万円を考慮し、当第２四半期連結会計期間末における現金及び

現金同等物は、前連結会計年度末より18億２百万円増加し、594億30百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の通期連結業績予想につきましては、2022年11月９日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公

表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

　当社は、各事業年度の業績、財務体質の強化、中長期事業戦略などを総合的に勘案して、内部留保の充実を図り

つつ、継続的・安定的かつ業績・収益状況に対応した配当の実現を目指すことを基本方針としております。この方

針に基づき2023年３月期の配当につきましては１株当たり36円の配当（うち中間配当18円、期末配当18円）を予定

しております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 59,092 61,641

受取手形、売掛金及び契約資産 59,713 61,167

未成工事支出金 71 297

貯蔵品 1,591 1,735

その他 3,739 4,625

貸倒引当金 △308 △308

流動資産合計 123,899 129,158

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 117,917 121,086

減価償却累計額 △73,119 △75,689

建物及び構築物（純額） 44,797 45,396

機械装置及び運搬具 50,714 52,292

減価償却累計額 △39,915 △40,940

機械装置及び運搬具（純額） 10,799 11,352

土地 41,661 42,062

リース資産 5,700 5,703

減価償却累計額 △2,685 △2,885

リース資産（純額） 3,015 2,817

建設仮勘定 657 513

その他 9,077 9,124

減価償却累計額 △7,385 △7,574

その他（純額） 1,692 1,549

有形固定資産合計 102,623 103,691

無形固定資産

のれん 1,800 1,684

その他 4,158 4,658

無形固定資産合計 5,959 6,342

投資その他の資産

投資有価証券 12,290 11,984

長期貸付金 345 324

繰延税金資産 5,676 5,996

退職給付に係る資産 170 159

その他 6,975 7,118

貸倒引当金 △176 △158

投資その他の資産合計 25,281 25,426

固定資産合計 133,864 135,461

資産合計 257,764 264,620

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,618 15,922

短期借入金 4,949 6,050

１年内返済予定の長期借入金 2,620 1,515

役員賞与引当金 320 120

未払費用 11,652 12,314

未払法人税等 2,716 3,383

その他 11,131 10,573

流動負債合計 51,010 49,881

固定負債

社債 55,000 55,000

長期借入金 9,107 8,951

リース債務 2,693 2,546

繰延税金負債 492 560

再評価に係る繰延税金負債 1,219 1,103

退職給付に係る負債 21,502 21,848

役員退任慰労金引当金 142 104

長期未払金 682 645

その他 2,622 2,595

固定負債合計 93,462 93,354

負債合計 144,472 143,235

純資産の部

株主資本

資本金 1,723 1,723

資本剰余金 1,908 1,908

利益剰余金 114,564 118,995

自己株式 △6,596 △6,475

株主資本合計 111,599 116,152

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,054 3,759

土地再評価差額金 △5,182 △5,445

為替換算調整勘定 1,328 5,133

退職給付に係る調整累計額 △869 △715

その他の包括利益累計額合計 △667 2,731

非支配株主持分 2,358 2,499

純資産合計 113,291 121,384

負債純資産合計 257,764 264,620
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 145,398 155,560

売上原価 132,642 140,991

売上総利益 12,756 14,569

販売費及び一般管理費 7,430 7,190

営業利益 5,325 7,378

営業外収益

受取利息 27 35

受取配当金 152 279

受取賃貸料 72 36

為替差益 9 491

雇用調整助成金 763 244

その他 162 218

営業外収益合計 1,188 1,305

営業外費用

支払利息 154 135

持分法による投資損失 169 131

その他 74 90

営業外費用合計 398 357

経常利益 6,115 8,326

特別利益

固定資産売却益 40 96

投資有価証券売却益 443 3

特別利益合計 483 99

特別損失

固定資産除売却損 50 45

投資有価証券評価損 9 1

減損損失 79 340

その他 31 0

特別損失合計 171 388

税金等調整前四半期純利益 6,427 8,037

法人税、住民税及び事業税 2,370 3,206

法人税等調整額 △257 △323

法人税等合計 2,112 2,883

四半期純利益 4,315 5,154

非支配株主に帰属する四半期純利益又は

非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
△74 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,390 5,144

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 4,315 5,154

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 80 △298

為替換算調整勘定 975 3,760

退職給付に係る調整額 156 150

持分法適用会社に対する持分相当額 110 194

その他の包括利益合計 1,323 3,807

四半期包括利益 5,638 8,961

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,691 8,808

非支配株主に係る四半期包括利益 △52 153

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,427 8,037

減価償却費 4,074 3,886

減損損失 79 340

のれん償却額 154 115

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △47

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 313 341

役員退任慰労金引当金の増減額（△は減少） 1 △37

受取利息及び受取配当金 △179 △315

受取賃貸料 △72 △36

支払利息 154 135

為替差損益（△は益） 19 △302

持分法による投資損益（△は益） 169 131

雇用調整助成金 △763 △244

固定資産売却益 △40 △96

固定資産除売却損 50 45

投資有価証券評価損 9 1

投資有価証券売却損益（△は益） △434 △3

売上債権の増減額（△は増加） △1,794 △285

棚卸資産の増減額（△は増加） △30 △360

その他の資産の増減額（△は増加） △139 △771

仕入債務の増減額（△は減少） △1,166 △2,807

その他の負債の増減額（△は減少） △758 △483

その他 259 280

小計 6,337 7,525

利息及び配当金の受取額 214 300

利息の支払額 △157 △134

受取賃貸料収入 61 26

雇用調整助成金の受取額 866 274

法人税等の支払額 △1,728 △2,209

その他 △12 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,582 5,784

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △123 △571

短期貸付金の純増減額（△は増加） 13 △44

有形固定資産の取得による支出 △4,208 △2,177

有形固定資産の売却による収入 195 296

無形固定資産の取得による支出 △439 △798

投資有価証券の取得による支出 △84 △17

投資有価証券の売却による収入 1,063 7

長期貸付けによる支出 △2 △4

長期貸付金の回収による収入 3 4

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
△65 －

その他 47 △26

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,600 △3,332

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,827 △9

長期借入れによる収入 600 －

長期借入金の返済による支出 △460 △161

自己株式の処分による収入 － 96

配当金の支払額 △577 △952

非支配株主への配当金の支払額 △29 △12

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △456 △344

その他 △194 △208

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,946 △1,593

現金及び現金同等物に係る換算差額 159 944

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △804 1,802

現金及び現金同等物の期首残高 62,217 57,628

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 162 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 61,575 59,430
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、事業を取り巻く環境について先行き不透明な状況が生じており、

収束時期等を予測することは依然として困難な状況にあります。

複合ソリューション事業における空港関連分野におきましては、世界各国の入国制限措置や国内の外出自粛等の

影響による国内外の航空需要の減退は、回復の兆しがみられるものの、その影響は長期化しております。

新型コロナウイルス感染症の収束時期を予測することは困難でありますが、固定資産の減損等の会計上の見積り

は、このような状況が2023年３月期以降、緩やかに需要が回復していくと仮定して行っております。

なお、この仮定は不確定要素が多く、上述の仮定が見込まれなくなった場合には、当社グループの財政状態、経

営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損

益計算書計上

額（注）３

複合ソリュー

ション事業
国内物流事業 国際物流事業 合計

売上高

外部顧客への

売上高 90,233 25,337 29,828 145,398 － 145,398 － 145,398

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 474 1,010 25 1,510 404 1,915 △1,915 －

計 90,707 26,348 29,853 146,909 404 147,314 △1,915 145,398

セグメント利益

又は損失（△）
5,415 1,469 1,388 8,273 △3 8,269 △2,943 5,325

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社グループのソフトウェア開

発及び保守業務等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,943百万円には、セグメント間取引消去△10百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△2,932百万円が含まれております。全社費用は、当社の本社総務部門

等管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要な減損損失はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損

益計算書計上

額（注）３

複合ソリュー

ション事業
国内物流事業 国際物流事業 合計

売上高

外部顧客への

売上高 94,035 25,968 35,552 155,557 3 155,560 － 155,560

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 533 816 48 1,398 552 1,950 △1,950 －

計 94,569 26,785 35,601 156,955 555 157,510 △1,950 155,560

セグメント利益

又は損失（△）
7,101 1,569 1,858 10,528 △66 10,462 △3,083 7,378

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社グループのソフトウェア開

発及び保守業務等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,083百万円には、セグメント間取引消去20百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△3,104百万円が含まれております。全社費用は、当社の本社総務部門等

管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要な減損損失はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

該当事項はありません。
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